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車いすラグビー日本代表として
活躍するアスリート社員

当社のダイバーシティを象徴する社員に、倉橋香
衣がいます。車いすラグビーの選手です。先の大
会では日本代表として銅メダルを獲得しました。 　
大学時代トランポリン部に所属していた倉橋は練習
中の事故で頚髄を損傷。車いす生活となりました。
その後、所沢の国立障害者リハビリテーションセン
ターで出会ったのが車いすラグビー。「これからで
きるスポーツは何だろう」と考える中で、「車いすが
ぶつかっても怒られないからいいな」と、2015年
4月、埼玉県内の車いすラグビーのクラブチーム
BLITZ（※）に加入しました。※2021年4月にAXEに移籍

倉橋が当社に入社したのは2016年4月、日本代
表になる前のことです。「周りの選手と同じく、仕事
とスポーツ活動を両立したいという思いがありまし
た」。入社まもなく、2017年1月には日本代表の選
考合宿に招集され、その後、男女混合のこの競技
で初の女性日本代表としてプレーするようになりまし
た。

先の大会では準決勝でイギリスに惜敗。金メダル
への道が途絶えました。「その時の悔しさと不甲斐
なさは、今でも忘れていません」。しかし翌日の3位
決定戦では「気持ちの切り替えは難しかったですが、
とにかく目の前の試合のことしか考えず、自分のプ
レーを心掛けました」。結果、日本代表チームはオ
ーストラリアから勝利を掴むことができました。

会社では人事部に所属。パソコンも使いながら、
経理業務や資料作成を行っています。当社では倉橋
の入社をきっかけに変化したものがたくさんありま
す。その一つが「働き方」。入社後1年ほどは週3日
出社しながら競技に打ち込んでいましたが、日本代
表としての活動が増えてきた翌年からは、働き方を
その都度相談して決めてきました。会社として、多
様な人材がパフォーマンスを最大限に発揮できる働
き方について考えるきっかけとなりました。また社
内の設備もバリアフリー化が進み、社員全体にとっ
ても働きやすい環境に変わりました。

競技中の倉橋（2021年4月にBLITZよりAXEに移籍済）



当社はダイバーシティ＆インクルージョンを新たな
成長の原動力と位置付けていますが、車いすラグビ
ーという競技、そして倉橋は当社のダイバーシティ
＆インクルージョンを体現する存在です。倉橋はこ
れまで気が付かなかった新たな視点を提供してくれ
ます。また、明るく前向きな姿勢で社内を盛り上げ、
競技を通じた嬉しいニュースは社員に一体感をもた
らします。アスリートとしても「強化指定選手として
選ばれている限りは、いつどんなときに代表に招集
されたとしても対応できるよう、しっかり準備してい
きます」と今後を見据えており、今後さらなる活躍
が期待されます。

当社は、日本車いすラグビー連盟のオフィシャル
パートナーを務めています。これまで日本で開催さ

れた大会では、ボランティアスタッフとして当社の社
員が参加し、選手への帯同、競技会場や練習会場
の設営や運営など、大会運営のサポートをしてきま
した。また、現在は直接会場で応援することが難し
い状況ですが、さまざまな形で応援を続けています。
今後も車いすラグビー競技のさらなる発展を支援し、
倉橋のアスリート活動を支えていきます。

日本代表チームでの活躍に対する社内表彰式

【倉橋香衣のメディア掲載情報】

・「女子が当たり前になってほしい」と倉橋…車いすラグビー、女子選
手は国内で３人だけ�:�東京パラリンピック2020速報�:�オリンピック・
パラリンピック�:�読売新聞オンライン�(yomiuri.co.jp)

・車いすラグビー倉橋香衣、パラリンピックで敗戦した準決勝は「笑う
ことを忘れていた」｜パラスポーツ｜集英社のスポーツ総合雑誌�スポ
ルティーバ�公式サイト�web�Sportiva�(shueisha.co.jp)

https://www.yomiuri.co.jp/olympic/paralympic2020/20210829-OYT1T50123/
https://sportiva.shueisha.co.jp/clm/othersports/para_sports/2021/10/09/post_16/



